
区　分 結果 番　号 議　　　件　　　名　　　等 継続審査・調査

議　
　
　
　
　

案

条例改正 ◎ 令 和 元 年
議案第 6 4号

七飯町下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について 経済産業常任委員会報告

その他 承　認 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和元年度七飯町一般会計補正予算（第９号））

予　算

○ 議案第１号 令和２年度七飯町一般会計予算

令和２年度予算審査
特別委員会へ付託・報告

◎ 議案第２号 令和２年度七飯町国民健康保険特別会計予算
◎ 議案第３号 令和２年度七飯町後期高齢者医療特別会計予算
◎ 議案第４号 令和２年度七飯町介護保険特別会計予算
◎ 議案第５号 令和２年度七飯町土地造成事業特別会計予算
◎ 議案第６号 令和２年度七飯町水道事業会計予算
◎ 議案第７号 令和２年度七飯町下水道事業会計予算

条例改正

◎ 議案第８号 職員の分限についての手続及び効果に関する条例及び職員の給与に関する条例の一部改正について
◎ 議案第９号 七飯町特別職非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
◎ 議案第 1 0号 七飯町国民健康保険税条例の一部改正について
◎ 議案第 1 1号 固定資産評価審査委員会条例の一部改正について
◎ 議案第 1 2号 七飯町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
◎ 議案第 1 3号 七飯町保健福祉在宅サービス条例の一部改正について
◎ 議案第 1 4号 七飯町介護保険条例及び七飯町介護保険料率の特例に関する条例の一部改正について
◎ 議案第 1 5号 七飯町公営企業の設置等に関する条例の一部改正について
◎ 議案第 1 6号 七飯町水道事業給水条例の一部改正について

その他
◎ 議案第 1 7号 桜Ｂ団地５棟・６棟長寿命化改修建築主体工事請負契約について
◎ 議案第 1 8号 本町上台団地３棟・４棟長寿命化改修建築主体工事請負契約について
◎ 議案第 1 9号 渡島公平委員会規約の変更に関する協議について

補正予算

◎ 議案第 2 0号 令和元年度七飯町一般会計補正予算（第１０号）
◎ 議案第 2 1号 令和元年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
◎ 議案第 2 2号 令和元年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第５号）
◎ 議案第 2 3号 令和元年度七飯町下水道事業特別会計補正予算（第３号）
◎ 議案第 2 4号 令和元年度七飯町水道事業会計補正予算（第３号）
◎ 議案第 2 7号 令和元年度七飯町一般会計補正予算（第１１号）

その他
◎ 議案第 2 5号 町道路線の認定について
◎ 議案第 2 6号 町道路線の廃止について

報告済 報告第１号 令和２年度一般財団法人北海道大沼国際交流協会事業計画及び予算の提出について

意見書等 ◎ 発議案第１号 「民族共生の未来を切り開く」決議
◎ 発議案第２号 緊急景気対策を求める意見書

そ　の　他

報告済 各常任委員会報告
報告済 出納検査報告
報告済 定期監査報告
承　認 閉会中の委員会活動の承認について

24七飯町　議会だより

増
や
そ
う
資
源
！

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

令和２年度一般会計、各会計予算を可決令和２年
第１回定例会 ＝　令和２年度予算審査特別委員会で審議　＝
　令和２年第１回定例会は、３月９日に招集され、会期を
２４日までの１６日間と決め、開催されました。
　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、３月１０
日から１６日までを休会としたほか、傍聴自粛のお願いや
議場内でのマスクの着用を徹底するなどの措置を講じた
中での審議となりました。
　令和２年度一般会計、各特別会計及び企業会計の予算

をはじめ、令和元年度各会計補正予算、条例の制定など承
認１件、議案２７件、報告１件を審議しました。
　経済産業常任委員会より付託事件の報告書、経済産業
常任委員会、民生文教常任委員会、総務財政常任委員会よ
り所管事務調査の報告書の提出がありました。
　議員提出議案として、決議１件、国、関係機関へ要請する
意見書１件を審議し、原案のとおり可決されました。

主
な
内
容

審議結果

◎＝全員一致で可決　○＝賛成多数で可決　●＝賛成少数で否決　×＝賛成なしで否決

◇審議して決まったこと………………………………P.25
◇議案審査の結果報告…………………………………P.26
◇監査報告………………………………………………P.27
◇経済産業常任委員会報告……………………………P.28

◇民生文教常任委員会報告……………………………P.28
◇総務財政常任委員会報告……………………………P.29
◇令和２年度予算審査特別委員会報告………………P.３０
◇議員出席状況…………………………………………P.３１

七 飯 町

209
令和２年５月
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増
や
そ
う
資
源
！

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

◆
七
飯
町
下
水
道
事
業
に
地
方

公
営
企
業
法
の
規
定
の
全
部

を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

経
済
産
業
常
任
委
員
会
よ
り

審
査
結
果
の
報
告
書
が
提
出
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

令
和
２
年
４
月
１
日
施
行

（
報
告
書
は
26
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆
職
員
の
分
限
に
つ
い
て
の
手

続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正

に
伴
う
条
例
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
特
別
職
非
常
勤
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

公
民
館
管
理
人
が
会
計
年
度

任
用
職
員
に
移
行
す
る
こ
と
に

伴
う
改
正

令
和
２
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
係
る
税
率
等
の
所
得
割
と
介

護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
係

る
税
率
等
の
所
得
割
を
改
正
し
、

資
産
割
の
廃
止
を
行
う
改
正

令
和
２
年
４
月
１
日
施
行

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

　

条
例
本
文
で
引
用
し
て
い
る

法
律
名
の
改
正
に
伴
う
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
保
健
福
祉
在
宅
サ
ー

ビ
ス
条
例
の
一
部
改
正

　

軽
度
生
活
支
援
事
業
な
ど
の

４
事
業
が
他
の
事
業
等
に
移
行

し
た
こ
と
に
よ
る
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
介
護
保
険
条
例
及
び

七
飯
町
介
護
保
険
料
率
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

　

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
率

の
軽
減
内
容
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
介
護
保
険
法
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

に
伴
う
改
正

規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
公
営
企
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正

令
和
２
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正

　

水
道
法
施
行
令
等
の
一
部
改

正
に
伴
う
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
、

特
別
会
計
予
算
及
び
企
業
会
計

予
算
は
、
令
和
２
年
度
予
算
審

査
特
別
委
員
会
に
審
議
を
付
託

し
、
そ
の
審
査
結
果
の
報
告
書

が
定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ

た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多
数

で
可
決
し
、
特
別
会
計
予
算
及

び
企
業
会
計
予
算
は
全
員
一
致

で
可
決
し
た
。

（
報
告
書
は
30
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

 

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

い
ず
れ
も
決
算
見
込
み
等
に

よ
る
補
正

◆
令
和
元
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

地
域
介
護
福
祉
空
間

整
備
等
施
設
整
備
補
助

金
等
に
よ
る
補
正

◆
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
元
年
度
七
飯
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
消
耗

品
費
に
よ
る
補
正

◆
桜
Ｂ
団
地
５
棟
・
６
棟
長
寿

命
化
改
修
建
築
主
体
工
事
請

負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

４
千
854
万
３
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

鈴
木
・
松
栄
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

　

代
表
者　

亀
田
郡
七
飯
町
字

大
沼
町
746
番
地

　

株
式
会
社　

鈴
木
事
業
所

◆
本
町
上
台
団
地
３
棟
・
４
棟

長
寿
命
化
改
修
建
築
主
体
工

事
請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

　

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

５
千
412
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

条
例
改
正

補
正
予
算

そ

の

他

令
和
２
年
度
予
算

各会計補正予算の内容
（単位：千円）

会　計　名 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一般会計（第９号） 11,889,973 8,000 11,897,973

一般会計（第10号） 11,897,973 △175,547 11,722,426

一般会計（第11号） 11,722,426 7,574 11,730,000

特
別
会
計

国民健康保険 3,481,007 △93,007 3,388,000

介 護 保 険 2,901,199 △14,588 2,886,641

下水道事業 903,300 △14,900 888,400

水
道
事
業

収益的収入 531,000 52,000 583,000

収益的支出 481,700 △7,700 474,000

資本的収入 215,200 △111,126 104,074

資本的支出 396,300 △58,491 337,809

長寿命化に向けた改修工事が行われる桜B団地
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増
や
そ
う
資
源
！

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

　

令
和
元
年
議
案
第
64
号

　

七
飯
町
下
水
道
事
業
に
地
方

公
営
企
業
法
の
規
定
の
全
部
を

適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
12
月
20
日
、
令
和

２
年
１
月
17
日
、
２
月
５
日
の

３
日
間
、
委
員
会
を
開
催
し
、

経
済
部
長
、
水
道
課
参
事
の
出

席
を
求
め
、
審
査
を
行
っ
た
。

◇
決　
　

定　
　

原
案
可
決

◇
理　
　

由

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
七

飯
町
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営

企
業
法
の
規
定
の
全
部
を
適
用

す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
は
、
七
飯

町
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企

業
法
の
全
部
を
適
用
し
、
公
営

　

令
和
元
年
12
月
13
日
第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ
き
、

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
審
査
し
た
結
果
を
下
記

の
と
お
り
報
告
す
る
。

　

亀
田
郡
七
飯
町
大
川
３
丁
目

５
番
43
号

　

カ
ワ
マ
タ
ビ
ル
ド
株
式
会
社

◆
渡
島
公
平
委
員
会
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議

　

加
入
団
体
の
解
散
に
伴
う
規

約
の
改
正

　

令
和
２
年
４
月
１
日
施
行

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承

認
に
つ
い
て

◆
令
和
２
年
度
一
般
財
団
法
人

北
海
道
大
沼
国
際
交
流
協
会

事
業
計
画
及
び
予
算
の
提
出

に
つ
い
て

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
決
議

１
件
、意
見
書
１
件
が
可
決
さ

れ
、意
見
書
に
つ
い
て
は
、要
望

事
項
と
し
て
各
関
係
機
関
及

び
各
関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

◎
「
民
族
共
生
の
未
来
を
切
り

開
く
」
決
議

◎
緊
急
景
気
対
策
を
求
め
る
意

見
書

企
業
会
計
に
移
行
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
条
例
改
正
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

　

下
水
道
事
業
を
公
営
企
業
会

計
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
を
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
下
水
道
資
産
の
適
正
な

維
持
管
理
を
計
画
的
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
や
、
下
水
道

事
業
の
効
率
化
、
事
業
の
コ
ス

ト
削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

条
例
整
備
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
地
方
公
営
企
業
に
適
用
さ
れ

る
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ

き
、
条
例
又
は
規
程
等
に
定

め
る
べ
き
事
項
を
整
理
し
、

水
道
事
業
が
所
管
す
る
例
規

に
お
い
て
、
下
水
道
事
業
と

の
併
合
が
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
統
合
す
る
こ
と
を

基
本
に
改
正
を
行
っ
て
い

る
。

　
　

ま
た
、
制
定
及
び
改
廃
の

対
象
と
な
る
例
規
の
抽
出
に

当
た
っ
て
は
、
新
た
に
整
理

す
べ
き
事
項
の
ほ
か
、
法
適

用
に
よ
っ
て
適
用
除
外
と
な

る
事
項
と
既
存
例
規
の
適
用

関
係
を
整
理
す
る
こ
と
に
加

え
、
公
営
企
業
へ
の
組
織
変

更
に
伴
い
、
改
正
が
必
要
と

な
る
例
規
に
つ
い
て
も
必
要

な
範
囲
内
で
改
正
を
行
っ
て

い
る
。

②
地
方
公
営
企
業
法
第
７
条
に

お
い
て
は
、
公
営
企
業
の
管

理
者
を
置
く
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
い
る
が
、
同
条
た
だ

し
書
に
よ
り
、
条
例
で
管
理

者
を
置
か
な
い
旨
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
に

は
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が

管
理
者
の
権
限
を
行
う
こ
と

と
な
る
が
、
当
町
に
お
い
て

は
、
管
理
者
を
置
か
ず
町
長

が
管
理
者
の
権
限
を
行
う
こ

と
を
定
め
て
い
る
。

　
　

現
在
の
水
道
事
業
及
び
下

水
道
事
業
に
関
係
す
る
条
例

の
中
に
は
、
七
飯
町
長
の
権

限
で
行
う
事
務
と
、
公
営
企

業
と
な
っ
た
際
の
管
理
者
の

権
限
で
行
う
事
務
の
２
種
類

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
飯
町

の
代
表
者
で
あ
る
「
町
長
」

と
、
管
理
者
の
権
限
を
行
う

「
町
長
」
の
ど
ち
ら
の
権
限

で
行
う
事
務
を
規
定
し
た
の

か
を
明
確
に
す
る
た
め
、
前

者
を
「
町
長
」
と
し
、
後
者

を
「
管
理
者
」
と
し
て
改
正

す
る
も
の
で
、
下
水
道
事
業

の
ほ
か
、
水
道
事
業
に
関
係

す
る
例
規
も
併
せ
て
整
理
を

行
っ
て
い
る
。

③
「
規
則
」
は
、
町
長
や
教

育
委
員
会
等
の
行
政
委
員
会

の
み
が
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
公
営
企
業
の
管
理
者

に
は
「
規
程
（
企
業
管
理
規

程
）
」
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

下
水
道
事
業
に
関
係
す
る

条
例
に
は
、
条
例
の
運
用
の

詳
細
を
「
規
則
」
で
定
め
る

旨
の
委
任
規
定
が
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、
地
方
公
営
企
業

法
の
適
用
に
伴
い
、
「
規
程

（
企
業
管
理
規
程
）
」
で
条

例
の
運
用
の
詳
細
を
定
め
る

こ
と
と
す
る
改
正
を
行
っ
て

い
る
。

④
今
回
整
備
す
る
例
規
の
文
言

の
使
い
方
等
を
統
一
化
し
、

例
規
の
体
系
を
整
え
る
た
め

に
、
必
要
な
字
句
の
修
正
又

は
条
項
の
整
理
を
行
っ
て
い

る
。

　

地
方
公
営
企
業
法
適
用
後
の

組
織
の
状
況
、
管
理
者
の
附
属

機
関
と
し
て
新
た
に
設
置
す
る

七
飯
町
公
営
企
業
経
営
審
議
会

な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
を

踏
ま
え
、
条
例
の
内
容
を
審
査

し
た
と
こ
ろ
、
全
員
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

報

告

発

議

案

決

議

経
済
産
業

意

見

書

議
案
審
査
の
結
果
報
告

　第１回定例会の会議録は、７月下旬以降に議会事務局で閲覧す
ることができます。下記の七飯町議会のページからも閲覧するこ
とができます。

http://www.town.nanae.hokkaido.jp/
hotnews/category/444.html

1
事
件
名

2
審
査
の
経
過

3
決
定
及
び
理
由

議 会
会議録
Ｈ Ｐ
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増
や
そ
う
資
源
！

営
業
終
了
後
に
臨
時
職
員
２

名
で
回
収
・
集
計
し
、
売
上

額
を
確
認
後
に
金
庫
に
保
管

し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
の

使
用
料
等
の
回
収
・
集
計
は

随
時
行
っ
て
い
る
。
現
金
を

保
管
し
て
い
る
金
庫
の
鍵
や

暗
証
番
号
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
徹
底
し
た
管
理
や
指

導
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

備
品
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

備
品
台
帳
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
前
回
の
定
期
監
査
以
降

に
購
入
さ
れ
た
備
品
と
備
品

台
帳
を
付
け
合
せ
て
確
認
を

行
っ
た
。
そ
の
際
、
型
番
の

記
載
誤
り
な
ど
の
軽
微
な
不

備
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
そ

の
場
で
修
正
し
て
い
る
。

②
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況

に
つ
い
て
は
、
収
入
原
簿
や

契
約
関
係
書
類
等
を
検
査
し

た
結
果
、
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
た
。

　
　

歳
出
に
お
い
て
は
、
設
備

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
部
品
の

交
換
な
ど
の
修
繕
が
毎
年
継

続
的
に
発
生
し
て
お
り
、
修

繕
料
は
、
平
成
28
年
度
は
513

　

七
飯
町
健
康
セ
ン
タ
ー

①
施
設
の
日
常
業
務
は
、
嘱
託

職
員
・
臨
時
職
員
・
パ
ー
ト

職
員
に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、

業
務
日
誌
・
出
勤
簿
等
の
各

諸
帳
簿
類
を
検
査
し
た
結
果
、

適
正
に
執
行
さ
れ
、
特
に
指

摘
す
べ
き
事
項
は
な
か
っ
た
。

な
お
、
平
成
30
年
度
よ
り
嘱

託
職
員
は
配
置
せ
ず
、
福
祉

課
担
当
職
員
が
必
要
に
応
じ

現
地
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

金
銭
管
理
に
つ
い
て
は
、

券
売
機
内
の
現
金
は
、
毎
日

万
４
千
円
、
29
年
度
は
361
万

４
千
円
、
30
年
度
は
377
万
円

で
あ
っ
た
。

　
　

ま
た
、
平
成
29
年
度
末
に

は
温
泉
ポ
ン
プ
が
故
障
し
た

た
め
、
約
２
カ
月
間
休
業
し

ポ
ン
プ
の
入
替
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
工
事
費
１
千
317
万

６
千
円
の
支
出
が
あ
っ
た
。

　
　

歳
入
に
お
い
て
は
、
全
体

の
９
割
程
度
を
使
用
料
が
占

め
て
い
る
。

　
　

平
成
29
年
度
及
び
30
年
度

は
休
業
期
間
が
あ
り
減
収
と

な
っ
た
が
、
平
均
す
る
と
３

千
400
万
円
を
超
え
る
収
入
で

あ
っ
た
。

　
　

し
か
し
、
歳
出
と
比
較

す
る
と
平
成
28
年
度
は
１
千

449
万
円
、
29
年
度
は
１
千
789

万
９
千
円
、
30
年
度
は
３
千

190
万
８
千
円
の
赤
字
経
営
と

な
っ
て
い
る
。

③
年
間
利
用
者
数
は
、
平
成
28

年
度
は
12
万
１
千
523
人
、
29

年
度
は
11
万
１
千
830
人
、
30

年
度
は
10
万
８
千
364
人
で

あ
っ
た
。
平
成
29
年
度
及
び

30
年
度
は
休
業
期
間
が
あ
っ

た
た
め
、
年
間
利
用
者
数
は

減
少
し
た
が
、
営
業
日
一
日

あ
た
り
の
平
均
利
用
者
数
は

380
人
前
後
と
ほ
ぼ
一
定
で

あ
っ
た
。

　
　

利
用
内
訳
の
う
ち
、
大
人

（
１
回
400
円
）
の
一
日
あ
た

り
平
均
利
用
者
数
は
、
平
成

28
年
度
の
242
人
に
対
し
、
29

年
度
は
230
人
、
30
年
度
は
216

人
と
減
少
し
て
い
る
。
し
か

し
、
高
齢
者
入
浴
助
成
事
業

対
象
者
（
１
回
200
円
）
の
一

日
あ
た
り
平
均
利
用
者
数
は
、

平
成
28
年
度
の
131
人
に
対
し
、

29
年
度
は
136
人
、
30
年
度
は

144
人
と
徐
々
に
増
加
し
て
お

り
、
高
齢
者
入
浴
助
成
事
業

の
定
着
と
高
齢
化
に
よ
る
対

象
者
の
増
加
が
要
因
と
判
断

さ
れ
る
。

　

当
健
康
セ
ン
タ
ー
の
運
営
及

び
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
諸

帳
簿
類
が
適
正
に
整
備
さ
れ
、

金
銭
管
理
に
つ
い
て
も
、
毎
日

の
回
収
・
集
計
を
実
施
し
て
お

り
適
正
と
認
め
ら
れ
る
。

　

指
定
金
融
機
関
へ
の
現
金
の

引
き
継
ぎ
は
、
以
前
は
週
２
回

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
週
１
回
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
は
夜
間
金

庫
の
利
用
な
ど
も
検
討
し
、
さ

ら
に
安
全
な
金
銭
管
理
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

当
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

11
年
の
開
設
か
ら
20
年
が
経
過

し
、
経
年
劣
化
に
よ
る
機
械
設

備
や
施
設
の
修
繕
が
頻
繁
に
必

要
に
な
る
な
ど
、
経
費
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

今
回
の
現
地
監
査
に
お
い
て

も
、
床
面
に
発
生
し
た
黒
ず
み

や
、
男
女
サ
ウ
ナ
室
の
木
製
の

壁
や
座
面
部
分
に
、
高
温
に
よ

る
焦
げ
を
確
認
し
て
お
り
、
利

用
者
の
安
全
や
快
適
性
の
た
め

に
も
、
早
期
の
修
繕
を
望
む
も

の
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
度
に
判
明
し
た
地

盤
沈
下
に
よ
る
高
低
差
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
度
及
び
29
年

度
に
も
確
認
調
査
を
実
施
し
た

が
、
そ
の
結
果
、
建
物
部
分
に

は
大
き
な
変
動
は
な
く
安
定
し

て
い
る
が
、
露
天
風
呂
や
敷
地

部
分
で
は
わ
ず
か
に
変
動
し
て

お
り
、
そ
の
影
響
に
よ
る
修
繕

を
都
度
行
っ
て
い
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
今
後
、
全
面
的
な

改
修
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
長
期
間
の
休
業
や
高
額
の

支
出
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

必
要
に
応
じ
た
修
繕
を
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

当
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
町
民

の
心
身
の
保
養
と
健
康
増
進
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
赤
字
経
営
の
み
を
取
り

上
げ
て
指
摘
す
べ
き
で
は
な
い

が
、
町
財
政
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、
利
用
者
の
増
加
対
策
や
経

費
の
縮
減
を
図
る
と
と
も
に
、

施
設
設
備
の
長
寿
命
化
対
策
な

ど
も
含
め
た
今
後
の
運
営
方
針

を
充
分
に
検
討
し
、
よ
り
よ
い

施
設
と
な
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

　

例
月
出
納
検
査　

　

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
、
歳
入
歳
出
外

会
計
及
び
各
基
金
に
係
る
現
金
、

預
金
等
の
出
納
保
管
状
況
を
次

の
と
お
り
検
査
し
た
。

令
和
元
年
11
月
分
を

　

12
月
24
日
、
25
日
、
26
日

令
和
元
年
12
月
分
を

　

１
月
22
日
、23
日
、24
日
、31
日

令
和
２
年
１
月
分
を

　

３
月
３
日
、
４
日

検
査
結
果

　

現
金
、
預
金
等
の
金
額
並
び

に
提
出
さ
れ
た
収
支
計
算
書
そ

の
他
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
金

額
は
、
い
ず
れ
も
関
係
帳
簿
等

の
金
額
と
一
致
し
、
計
数
上
の

誤
り
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

監
査
委
員

永　

田　

英　

利

神　

﨑　

和　

枝

監
査
の
対
象

監
査
の
結
果

監
査
の
意
見

定
期
監
査
報
告
（
要
旨
掲
載
）

監

査

報

告年間約11万人が訪れる健康センター
町民の心身の保養と健康増進を目的に設置されている
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増
や
そ
う
資
源
！

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

　

調
査
の
目
的

　

町
の
観
光
振
興
に
対
す
る
取

組
状
況
及
び
除
雪
、
排
雪
対
策

の
取
組
状
況
を
把
握
す
る
た
め

調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

近
年
の
観
光
の
傾
向
と
し
て

は
、
団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行

へ
と
旅
行
形
態
が
シ
フ
ト
し
て

お
り
、
ま
た
、
体
験
型
観
光
な

ど
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
観

光
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
、
函
館
港
へ
寄
港
す
る

ク
ル
ー
ズ
船
か
ら
の
観
光
客
に

つ
い
て
は
、
ツ
ア
ー
会
社
な
ど

に
対
し
て
各
関
連
市
町
が
連
携

し
て
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、

よ
り
魅
力
的
な
観
光
振
興
を
図

る
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

委
員
か
ら
の
質
疑
が
多
か
っ

た
大
沼
国
定
公
園
の
駐
車
場
の

料
金
の
値
下
げ
や
無
料
化
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等

や
各
関
係
団
体
の
意
見
を
踏
ま

え
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
な
取
組
が
求

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

昨
今
の
観
光
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
を
踏
ま
え
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
内
容
に
加
え
、

増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の

対
応
、
近
隣
自
治
体
や
民
間
事

業
者
と
連
携
し
た
受
入
体
制
の

整
備
や
情
報
発
信
の
更
な
る
強

化
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

調
査
の
目
的

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
現

状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
、
調
査
を

行
っ
た
。

　

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
建
物

自
体
が
狭
隘
で
老
朽
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

作
業
環
境
は
決
し
て
好

ま
し
い
状
況
で
は
な

い
。

　

当
委
員
会
に
お
い
て

は
、
平
成
24
年
に
当
該

施
設
に
対
す
る
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
前
回
の
調
査
か

ら
７
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
作
業
環
境
の
改
善
と

い
う
課
題
は
い
ま
だ
に
解
決
で

き
て
い
な
い
。

　

次
に
、
除
雪
、
排

雪
対
策
の
取
組
に
つ

い
て
は
、
当
町
に
お

い
て
は
行
き
届
い
た

除
雪
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
評
価
が
あ

る
中
、
小
型
除
雪

ド
ー
ザ
の
導
入
に
よ

る
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な

ど
効
率
的
な
除
雪
体

制
の
構
築
を
図
っ
て

い
る
。

　

一
方
で
、
除
雪

機
械
の
運
転
手
の
高
齢
化
に
よ

り
、
担
い
手
が
減
少
す
る
傾
向

に
あ
り
、
担
い
手
の
育
成
と
確

保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
担
い
手
の
確
保
や
除
雪

体
制
の
構
築
な
ど
、
将
来
的
な

除
雪
体
制
に
つ
い
て
、
民
間
事

業
者
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
七
飯
町
に
適
し
た
除
雪
体

制
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
望
み
、

委
員
会
報
告
と
す
る
。

　

町
と
し
て
は
、
当
面
の
間
は
、

特
に
老
朽
化
し
て
い
る
機
材
を

年
次
計
画
で
更
新
す
る
こ
と
で
、

既
存
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
建
物
の

経
済
産
業
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

調 査
事 項

調 査
事 項

七
飯
町
観
光
振
興
の
状
況
に
つ
い
て

除
雪
、
排
雪
対
策
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て写真左の建物が缶・

ビン棟、写真右の建
物がペットボトル棟
ペットボトル棟には
びんの保管場所も併
設されている

令和２年第１回定例会において各常任委員会から報告のあった所管事務調査
の結果について、次のとおりお知らせします。

料金についての質疑が多かった大沼公園の駐車場

報 告 書
全 文 は
町ＨＰへ

報 告 書
全 文 は
町ＨＰへ
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調
査
の
目
的

　

七
飯
町
地
域
防
災
計
画
の
改

正
の
経
緯
及
び
改
正
の
内
容
を

把
握
す
る
た
め
、
調
査
を
行
っ

た
。

　

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

七
飯
町
地
域
防
災
計
画
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

前
回
改
正
を
行
っ
た
平
成
25
年

以
降
の
法
改
正
や
国
の
防
災
基

本
計
画
、
北
海
道
の
地
域
防
災

計
画
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
改

正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
は
、
関

連
法
令
等
の
改
正
や
国
の
防
災

基
本
計
画
、
北
海
道
の
地
域
防

災
計
画
の
改
正
が
あ
っ
た
際
に

は
、
速
や
か
に
町
の
地
域
防
災

計
画
も
改
正
し
て
い
き
た
い
と

の
考
え
を
示
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
改
正
を
行
っ
た
際
に
は
十

分
な
周
知
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
正
に
お
い

て
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
計
画

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

計
画
に
対
応
し
た
計
画
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
速
や
か

に
策
定
し
、
災
害
時
に
効
率
的

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
備
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
被
害
を

い
か
に
少
な
く
す
る
、
い
わ
ゆ

る
減
災
が
重
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
関

係
機
関
や
住
民
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
計
画
を
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
今
回

の
改
正
を
契
機
に
、
改
め
て
町

全
体
と
し
て
災
害
発
生
時
の
体

制
に
つ
い
て
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、

各
関
係
機
関
と
の

連
携
、
住
民
に
対

す
る
周
知
を
図
り

な
が
ら
、
災
害
時

の
被
害
を
最
小
化

す
る
た
め
の
取
組

が
行
わ
れ
る
こ
と

を
望
み
、
委
員
会

報
告
と
す
る
。

老
朽
化
や
廃
棄
物
の
種
類
ご
と

に
建
物
が
散
在
し
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
作
業
環
境
や

作
業
動
線
の
観
点
か
ら
も
抜
本

的
な
改
善
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
作
業
環
境

の
改
善
に
向
け
、
現
場
と
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
施
設
の

改
築
や
増
築
な
ど
の
改
善
策
を

講
じ
る
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、

作
業
の
効
率
化
に
向
け
て
ご
み

の
減
量
化
や
分
別
の
徹
底
を
図

る
た
め
の
啓
発
等
も
十
分
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
望
み
、
委
員
会

報
告
と
す
る
。

総
務
財
政
常
任
委
員
会

調 査
事 項

七
飯
町
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

狭隘な環境であり、
作業環境や作業動
線の観点からも抜
本的な改善策が求
められる

　常任委員会に与えられた固有の権限であって、委員
会の判断によって自主的に行うことができる。
　所管事務調査の内容は、その委員会の所管する部署
の事務に限られる。

　議長あての文書や案内状は、日程の調整をす
る必要がありますので、直接議会事務局にお送
り下さい。
　◆送付先　　七飯町本町６丁目１番１号
　　　　　　　七飯町議会議長　あて
　◆電　話　　６５－５９４７（直通）

用語の解説 所 管 事 務 調 査

議 会 事 務 局 か ら の お 願 い

各常任委員会活動報告（要旨掲載）

改正された地域防災計画と新たに作成され
た災害時・非常時や大規模停電時の対応マ
ニュアル

　常任委員会に与えられた固有の権限であって、委員
会の判断によって自主的に行うことができる。
　所管事務調査の内容は、その委員会の所管する部署
の事務に限られる。
所管事務調査の報告書は、七飯町議会のページに全文を掲載しています。
http://www.town.nanae.hokkaido.jp/hotnews/category/214.html

用語の解説 所 管 事 務 調 査

報告書全文は
町ＨＰへ
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増
や
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減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

長
、
教
育
次
長
、
担
当
課
長
、

セ
ン
タ
ー
長
及
び
事
務
局
長
の

出
席
を
求
め
、
審
査
を
行
っ
た
。

⑴
決
定　

原
案
可
決

⑵
理
由

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
の

予
算
額
は
120
億
円
で
、
前
年
度

⑴
議
案
第
１
号　

令
和
２
年
度

七
飯
町
一
般
会
計
予
算

⑵
議
案
第
２
号　

令
和
２
年
度

七
飯
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

⑶
議
案
第
３
号　

令
和
２
年
度

七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

⑷
議
案
第
４
号　

令
和
２
年
度

七
飯
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

⑸
議
案
第
５
号　

令
和
２
年
度

七
飯
町
土
地
造
成
事
業
特
別

会
計
予
算

⑹
議
案
第
６
号　

令
和
２
年
度

七
飯
町
水
道
事
業
会
計
予
算

⑺
議
案
第
７
号　

令
和
２
年
度

七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　

令
和
２
年
３
月
18
日
、
19
日
、

23
日
、
24
日
の
４
日
間
、
委
員

会
を
開
催
し
、
町
長
、
担
当
部

と
比
較
し
て
13
億
２
千
万
円
の

増
加
、
４
つ
の
特
別
会
計
予

算
の
総
額
は
66
億
４
千
650
万

円
で
前
年
度
と
比
較
し
て

２
千
２
百
万
円
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
会
計
に
お
い
て

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
下
水
道

事
業
が
地
方
公
営
企
業
法
の
適

用
を
受
け
、
企
業
会
計
に
移
行

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
の
一
般

会
計
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
行
わ
な
い
予
算

編
成
と
な
っ
て
お
り
、
財
政
状

況
の
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

町
長
へ
の
総
括
質
疑　

―
６
点
の
項
目
を
質
疑
―

1
審
査
に

　
　
付
託
さ
れ
た
事
件
名

2
審
査
の
経
過

3
決
定
及
び
理
由

　

令
和
２
年
３
月
18
日
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ
き
、

当
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を
下

記
の
と
お
り
報
告
す
る
。

令
和
２
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

中　

川　

友　

規

特
別
委
員
会
報
告

令和２年度特別会計予算 単位：千円
会　計　名 令和２年度 令和元年度 比　較

１ 国民健康保険 3,330,000 3,420,000 △ 90,000
２ 後期高齢者医療 437,500 421,500 16,000
３ 介護保険 2,878,000 2,826,000 52,000

保険事業 2,867,294 2,816,272 51,022
介護サービス事業 10,706 9,728 978

４ 土地造成事業 1,000 1,000 0

令和２年度企業会計予算 単位：千円
会　計　名 令和２年度 令和元年度 比　較

水
道
事
業

収 益 的 収 入 520,800 531,000 △ 10,200
収 益 的 支 出 452,300 479,000 △ 26,700
資 本 的 収 入 279,900 213,000 66,900
資 本 的 支 出 458,500 394,000 64,500

下
水
道
事
業

収 益 的 収 入 878,400 707,255 171,145
収 益 的 支 出 745,000 342,235 402,765
資 本 的 収 入 143,200 194,745 △ 51,545
資 本 的 支 出 484,600 559,765 △ 75,165

歳　入 単位：千円
款 令和２年度 令和元年度 比　較

１ 町税 2,953,142 2,996,388 △ 43,246
２ 地方譲与税 124,558 122,100 2,458
３ 利子割等交付金 9,500 11,000 △ 1,500
４ 株式等譲渡所得割交付金 5,000 10,800 △ 5,800
５ 法人事業税交付金 12,000 0 12,000
６ 地方消費税交付金 637,300 554,900 82,400
７ ゴルフ場利用税交付金 8,000 6,400 1,600
８ 自動車取得税交付金 32,200 38,400 △ 6,200
９ 地方特例交付金 17,000 29,301 △ 12,301
10 地方交付税 3,350,000 3,250,000 100,000
11 交通安全対策特別交付金 3,300 3,000 300
12 分担金及び負担金 146,827 176,135 △ 29,308
13 使用料及び手数料 227,138 229,187 △ 2,049
14 国庫支出金 1,545,374 1,299,130 246,244
15 道支出金 1,124,876 893,884 230,992
16 財産収入 39,552 48,222 △ 8,670
17 寄  附  金 30,004 30,003 1
18 繰  入  金 1 1 0
19 繰  越  金 5,000 5,000 0
20 諸  収  入 164,328 216,649 △ 52,321
21 町      債 1,564,900 759,500 805,400

合　　　計 12,000,000 10,680,000 1,320,000

歳　出 単位：千円
款 令和２年度 令和元年度 比　較

１ 議会費 103,695 100,464 3,231
２ 総務費 438,140 469,973 △ 31,833
３ 民生費 3,997,722 4,018,711 △ 20,989
４ 衛生費 810,346 814,775 △ 4,429
５ 労働費 39,305 39,305 0
６ 農林水産業費 323,542 153,499 170,043
７ 商工費 160,567 187,442 △ 26,875
８ 土木費 1,058,793 871,713 187,080
９ 消防費 1,441,689 607,901 833,788
10 教育費 767,286 880,763 △ 113,477
11 災害復旧費 1,500 1,500 0
12 公債費 1,331,749 1,226,012 105,737
13 職員費 1,520,666 1,302,942 217,724
14 予備費 5,000 5,000 0

合  計 12,000,000 10,680,000 1,320,000

　

町
長
へ
の
総
括
質
疑
に
お
い

て
は
、
委
員
か
ら
次
の
６
点
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

①
今
年
度
以
降
の
実
質
公
債
費

比
率
、経
常
収
支
比
率
、財
政

調
整
基
金
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
対
す
る
早
急
な
経
済
対

策
や
、
災
害
時
の
応
急
対
策

と
し
て
町
が
備
蓄
し
て
い
る

マ
ス
ク
を
医
療
機
関
等
に
配

布
す
る
考
え
に
つ
い
て
。

③
防
災
行
政
無
線
の
導
入
に
対

し
て
、
全
く
実
績
の
な
い
新

方
式
を
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
機
能
や
安
定
性
に
つ
い

て
検
討
す
る
考
え
に
つ
い
て
。

④
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

町
長
の
施
政
方
針
の
中
で
デ

マ
ン
ド
型
交
通
な
ど
の
具
体

的
手
法
の
検
討
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
と
あ
る
が
、予
算

措
置
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

⑤
峠
下
２
号
線
改
良
舗
装
工
事

の
関
連
予
算
が
１
億
９
千
600

　

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
民
間

施
設
の
誘
致
に
向
け
た
先
行

投
資
と
し
て
の
考
え
方
に
つ

い
て
。

⑥
七
飯
町
立
地
適
正
化
計
画
の

策
定
に
当
た
り
、コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
町
民
の
声
を
反
映

さ
せ
て
い
く
考
え
に
つ
い
て
。

令和２年度一般会計予算

※下水道事業の令和元年度予算は、企業会計予算への置換数値（参考）として表示している。
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い
。
２
点
目
と
し
て
、
商
工

業
経
営
安
定
支
援
事
業
の
拡

大
を
行
い
、
予
算
額
が
不
足

す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
補
正

予
算
を
提
案
し
て
ま
い
り
た

い
。
３
点
目
と
し
て
、
商

工
観
光
課
に
職
員
を
増
員
し
、

雇
用
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

ま
い
り
た
い
。
４
点
目
と
し

て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行

う
生
活
福
祉
資
金
制
度
の
活

用
を
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

５
点
目
と
し
て
、
健
康
増

進
対
策
と
し
て
、
ア
ッ
プ
ル

温
泉
使
用
料
の
割
引
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

最
も
大
事
な
こ
と
と
し
て

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗

い
、
う
が
い
の
徹
底
な
ど
の

感
染
予
防
対
策
の
啓
発
活
動

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
。

　
　

マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
町

内
医
療
機
関
等
に
マ
ス
ク
の

在
庫
数
の
調
査
を
行
い
、
町

　

こ
れ
に
対
し
て
、
町
長
か
ら

は
次
の
と
お
り
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

①
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
３
ヶ
年

平
均
で
15．

5
％
に
な
る
の

が
ピ
ー
ク
と
想
定
し
て
お
り
、

そ
の
後
は
比
率
が
改
善
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

は
、
今
後
は
少
し
で
も
比
率

が
良
く
な
る
よ
う
、
歳
入
一

般
財
源
の
確
保
や
経
常
経
費

の
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

　
　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
の
状
況
と

し
て
は
、
現
時
点
で
の
決
算

見
込
み
と
し
て
、
基
金
の
取

崩
額
よ
り
、
積
立
額
の
方
が

上
回
っ
て
お
り
、
令
和
元
年

度
の
出
納
閉
鎖
時
に
は
、
基

金
残
高
は
増
加
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
経
済
対
策
と
し
て
は
、

１
点
目
と
し
て
20
パ
ー
セ
ン

ト
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
加
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
を
検
討
し
て
お
り
、
内
容

が
決
定
次
第
、
早
急
に
補
正

予
算
を
提
案
し
て
ま
い
り
た

の
備
蓄
し
て
い
る
マ
ス
ク

２
千
200
枚
を
３
月
23
日
に
配

布
し
て
い
る
。

③
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
確

か
に
全
国
的
な
実
績
は
な
い

が
、
機
能
や
安
定
性
に
つ
い

て
は
、
十
分
な
試
験
、
十
分

な
検
討
を
行
い
、
住
民
に
と

っ
て
よ
り
良
い
も
の
を
導
入

し
て
ま
い
り
た
い
。

④
現
在
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
お
い
て
検
討
し
て

い
る
が
、
課
題
整
理
に
時
間

を
要
し
て
い
る
。
当
町
の
地

域
特
性
を
考
え
れ
ば
、
デ
マ

ン
ド
型
交
通
が
適
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
費
用
対
効

果
も
考
慮
し
、
補
正
予
算
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
着
実

に
進
む
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

⑤
峠
下
２
号
線
は
、
平
成
27
年

以
降
５
年
間
で
20
件
程
度
の

物
損
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

　
　

温
浴
施
設
の
工
事
、
開
業

等
に
よ
り
交
通
量
が
増
加
す

る
見
込
み
か
ら
、
安
全
確
保

の
た
め
、
拡
幅
工
事
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

⑥
策
定
前
に
２
回
の
住
民
説
明

会
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
様

の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
計
画
の

素
案
が
出
来
た
と
き
は
、
改

め
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
て
町
民
の
皆
様
の
意
見
を

伺
い
、
よ
り
良
い
計
画
を
策

定
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
当

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
７
議
案

に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
議
案
第
１
号
は
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
、
議
案
第
２

号
か
ら
議
案
第
７
号
ま
で
は
い

ず
れ
も
全
員
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

総
括
質
疑
に
対
す
る
町
長
の
答
弁

採
決
の
結
果

平成９年度に
導入した防災
行 政 無 線 は 、
令和２年度か
らデジタル式
の防災無線へ
整備予定

峠下２号線
は、道路幅
員 も 狭 く 、
物損事故も
発生してい
る。交通量
の増加が見
込まれるこ
とから、拡
幅工事を実
施予定。

令和２年第２回定例会は６月９日午前１０時から開催を予定しています。

～役場１階ギャラリーでライブ中継しています～

新型コロナウイルスの感染拡大を防止す
るため、本会議場での傍聴を控えるよう
お願いいたします。

令和２年第１回定例会出席状況一覧表

※判定　○＝出席、×＝欠席、△＝遅参・早退・中座、公＝公務、忌＝忌引

　　　  議 員 名

開 会 日

横
田　

有
一

神
﨑　

和
枝

平
松　

俊
一

池
田　

誠
悦

田
村　

敏
郎

稲
垣　

明
美

畑
中　

静
一

長
谷
川
生
人

上
野　

武
彦

坂
本　
　

繁

澤
出　

明
宏

中
島　

勝
也

川
村　

主
税

中
川　

友
規

若
山　

雅
行

川
上　

弘
一

青
山　

金
助

木
下　
　

敏

３月９日 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月17日 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月18日 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月24日 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


